
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
実
践
報
告
　
⑤

『
講
演
会
に
よ
る
市
民
性
の
高
揚
活
動
』

小
松
市
社
会
教
育
協
会

一
、
は
じ
め
に

　

小
松
市
社
会
教
育
協
会
で
は
、
一
般

市
民
を
対
象
に
一
般
教
養
や
市
民
が
抱

え
て
い
る
問
題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

た
講
演
会
「
社
教
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
生

涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
」
を
毎
年
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
で
計
画
し

た
こ
と
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

計
画
の
一
部
を
変
更
し
て
会
員
の
み
で

の
開
催
と
な
り
、
機
関
誌
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
と
し
て
、

①
小
松
市
制
八
十
周
年
記
念
協
賛

　
「
八
日
市
地
方
遺
跡

　
　
　
　
　
　

発
見
九
十
年
の
歩
み
」

②
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

　
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
ん
な
電
池
？
」

と
題
し
た
二
件
の
講
話
で
し
た
。

　

以
下
そ
の
内
容
を
報
告
致
し
ま
す
。

二
、八
日
市
地
方
遺
跡
発
見

九
十
年
の
歩
み

日
時
：
令
和
二
年
九
月
五
日
（
土
）

場
所
：
小
松
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

講
師
：
下
濱　

貴
子 

先
生

（
１
）
遺
跡
発
見
か
ら

小
松
式
土
器
提
唱
ま
で

　

昭
和
五
年
、
小
松
市
の
後
藤
長
兵
衛

氏
が
小
松
市
八
日
市
地
方
（
旧
沖
町
の

太
郎
丸
神
社
の
裏
手
一
帯
）
の
農
地
で

発
見
し
た
土
器
や
石
斧
を
持
っ
て
来
ら

れ
“
こ
れ
は
何
で
す
か
？
”
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
小

規
模
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
戦
地
か
ら
帰
ら
れ
た
農
学
校

の
小
野
与
一
先
生
が
加
わ
り
本
格
的
な

調
査
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
丁
度
そ
の

頃
、
静
岡
県
の
登
呂
遺
跡
の
発
掘
が
全

国
的
な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

昭
和
二
十
五
年
二
月
に
発
足
し
、
始
め

ま
し
た
。
石
川
県
考
古
学
研
究
会
の
高

堀
勝
喜
先
生
が
こ
の
出
土
品
を
持
参

し
、
登
呂
遺
跡
の
調
査
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
た
明
治
大
学
の
杉
原
荘
介
先
生
に

指
導
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
杉

原
先
生
の
指
導
の
も
と
で
調
査
が
行
わ

れ
、そ
の
結
果
が
、昭
和
三
十
二
年
「
小

松
式
弥
生
時
代
後
期
の
文
化
」
と
し
て

全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
五
年
か
ら
の
沖
町
宅
地
造

成
に
合
わ
せ
て
小
松
市
と
の
合
同
調
査

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
沢
山
の
資

料
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
本
格
的
な
発
掘
調
査
の
開
始

　

昭
和
時
代
は
小
松
市
と
の
細
々
と
し

た
合
同
調
査
の
域
を
出
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
小
松
製
作
所

小
松
工
場
の
プ
レ
ス
製
造
部
門
の
新
し

く
出
来
た
金
沢
工
場
へ
の
移
転
、
鋳
造

部
門
の
氷
見
工
場
へ
の
移
転
に
よ
っ
て

八
日
市
地
方
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た

小
松
工
場
が
更
地
同
然
の
状
態
に
な
り
、

更
に
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
の
小
松
駅
の
高
架

化
に
よ
る
工
事
で
色
々
の
調
査
が
可
能

と
な
り
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

①
平
成
九
年
～
十
二
年
の
小
松
駅

高
架
化
工
事
に
よ
る
調
査

　

線
路
の
移
設
や
駅
舎
の
新
築
工
事
に

よ
る
発
掘
調
査
で
駅
南
北
一
八
〇
ｍ
の

調
査
で
集
落
遺
跡
の
様
相
が
初
め
て
明

ら
か
に
な
り
、
二
重
に
走
る
環
濠
集
落

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

②
平
成
十
八
年
の
共
同
住
宅建設

時
の
調
査

　

小
松
駅
東
側
の
再
開
発
工
事
に
伴
う

共
同
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
の
建
設
で

一
三
〇
〇
㎡
の
土
地
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
集
落
開
始
時
期
（
弥
生
時
代
中

期
）
の
旧
河
川
（
昔
の
九
龍
川
？
）
南

側
の
集
落
の
様
子
や
沢
山
の
出
土
品
を

収
集
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
時
に
こ
れ
ま
で
の
出
土
品

九
八
四
点
が
八
日
市
地
方
遺
跡
と
し
て

石
川
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
小
松
駅
の
立
体
化
に
伴
う
北
側

道
路
工
事
で
、
旧
河
川
北
側
に
も
大
き

な
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
全

体
と
し
て
環
濠
集
落
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
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③
平
成
二
十
六
～
二
十
九
年
の

北
陸
新
幹
線
工
事
で
の
調
査

　

平
成
二
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
幹

線
工
事
に
伴
う
調
査
で
八
日
市
地
方
環

濠
集
落
遺
跡
の
西
側
南
北
に
墓
域
の
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
八
日
市
地
方
遺
跡

の
全
体
像
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

（
３
）
八
日
市
地
方
遺
跡
の
纏
め

　

こ
の
調
査
で
、
八
日
市
地
方
遺
跡
が

弥
生
時
代
中
期
（
二
千
～
二
千
五
百
年

前
）
の
川
を
挟
ん
だ
環
濠
集
落
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
沢
山
の
出
土
品
も
発

掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
出
土
品
は
新
し
い
技
術
に

よ
っ
て
解
析
さ
れ
、
い
つ
の
物
か
？
当

時
の
物
流
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
？
な

ど
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
海
を

渡
っ
て
交
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た

　

そ
し
て
平
成
二
十
三
年
、
こ
の
遺
跡

で
出
土
し
た
千
二
十
点
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
）
出
土
品
の
見
学
会

　

講
演
会
の
後
、

　
「
小
松
市
制
八
十
周
年
記
念
の

八
日
市
出
土
品
展
示
会
」

を
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
方
々
の
案

内
で
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

下
欄
に
見
学
会
の
様
子
と
展
示
品
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
久
し
ぶ
り
の
講
演

会
と
見
学
会
で
、
参
加
さ
れ
た
会
員
か

ら
数
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

三
、
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

　
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
っ
て

ど
ん
な
電
池
？
」

日
時
：
令
和
二
年
十
月
三
十
一
日（
土
）

場
所
：
芦
城
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
Ａ

講
師
：
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

名
誉
教
授　

辻　

 

利
秀 

先
生

（
１
）
水
系
電
解
液
電
池
の
基
礎

　

電
池
に
は
使
い
捨
て
の
一
次
電
池

（
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
）
と
、
充
電
が
可

能
な
二
次
電
池
（
鉛
電
池
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
電
池
を
構
成
す
る
主
な

物
質
は
水
系
電
解
液
、
正
極
材
、
負
極

材
で
す
。
水
系
で
は
食
塩
水
、
う
す

い
塩
酸
の
よ
う
に
電
流
を
通
す
水
溶

液
（
水
系
電
解
液
）
と
、
蒸
留
水
、
砂

糖
水
の
よ
う
に
電
流
を
通
さ
な
い
水
溶

液
が
あ
り
ま
す
。
前
者
の
よ
う
に
電
流

を
流
す
電
解
液
が
電
池
の
第
一
条
件
で

す
。
ま
た
、
正
極
材
と
負
極
材
と
も
同

一
な
銅
ま
た
は
亜
鉛
で
あ
れ
ば
電
圧
が

発
生
し
な
い
た
め
電
池
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
銅
極
と
亜
鉛
極
の
よ
う

に
異
な
る
電
極
材
か
ら
な
る
水
系
電
解

液
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
間
に
電
圧
が
発

生
し
、
電
池
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
電

池
に
必
要
な
第
二
の
条
件
で
す
。
ま
と

め
る
と
、
電
池
は
正
極
と
電
解
液
の
界

面
、
負
極
と
電
解
液
の
界
面
で
の
化
学

反
応
を
利
用
し
て
、
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直
接
変
換
す
る

装
置
で
す
。

（
２
）
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
非
水
系
電

　

解
液
電
池
（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
）

　

ス
ウ
エ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
は
２
０
１
９
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発

を
さ
れ
た
３
名
の
科
学
者
（
マ
イ
ケ
ル
・

ス
タ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
特
別
教
授
、

ジ
ョ
ン
・
グ
ッ
ド
イ
ナ
フ
米
テ
キ
サ
ス

大
学
教
授
、
吉
野
彰
・
名
城
大
学
教
授
）

に
授
与
し
ま
し
た
。
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授
賞
理
由
に
つ
い
て
は
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
は
軽
量
で
、
何
度
も
充
電

で
き
、
高
い
起
電
力
の
た
め
、
携
帯
電

話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
電
気
自
動
車

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
太
陽

光
や
風
力
で
発
電
し
た
電
力
を
大
量
に

蓄
え
る
こ
と
が
で
き
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
技
術
で
あ
る
こ

と
で
す
。

　

ウ
ィ
ッ
テ
ィ
ガ
ム
教
授
は
負
極
に
リ

チ
ウ
ム
金
属
、
正
極
に
層
間
化
合
物
の

二
硫
化
チ
タ
ン
、
電
解
液
に
非
水
系
電

解
液
を
用
い
た
起
電
力
２
ボ
ル
ト
の
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
仕
組
み
を
提
案

し
ま
し
た
。
そ
の
原
理
は
電
池
の
正
極

と
負
極
の
間
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
を

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
や
り
取
り

す
る
電
池
の
提
唱
で
す
。
し
か
し
、
充

電
の
際
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
負
極

に
移
動
す
る
と
き
、
ひ
げ
状
の
結
晶
が

負
極
か
ら
正
極
に
向
け
て
成
長
し
て

シ
ョ
ー
ト
す
る
た
め
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
は
二
次
電
池
と
し
て
、
そ
の
使

用
が
不
可
能
と
な
る
大
き
な
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
グ
ッ
ド
イ
ナ
フ
教
授
は

負
極
にLi 0.1  V

2  O
5

、
正
極
に
層
間
化

合
物
の
コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ
ウ
ム
、
電
解

液
に
非
水
系
電
解
液
（
プ
ロ
ピ
レ
ン
炭

酸
塩
に
１
モ
ル
の LiBF

4

を
溶
解
し
た

液
）
を
用
い
、
４
ボ
ル
ト
の
起
電
力
で
、

何
回
も
充
・
放
電
し
て
使
え
る
二
次
電

池
に
な
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

吉
野
教
授
は
負
極
に
石
油
系
コ
ー
ク

ス
材
料
（
カ
ー
ボ
ン
）、
正
極
に
層
間

化
合
物
の
コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ
ウ
ム
、
非

水
系
の
電
解
液
を
使
用
す
る
と
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
起
電
力
が
４

ボ
ル
ト
と
な
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
電
解
液
に
可
燃
性
の
有
機
溶

媒
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
発
火
防
止

を
考
慮
し
た
電
池
の
安
全
設
計
を
行
い
、

実
用
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

（
３
）
吉
野
彰
教
授
の
考
え
方

　

水
系
電
解
液
の
二
次
電
池
で
は
水
の

電
気
分
解
電
圧
（
約
一
・
二
ボ
ル
ト
）

以
上
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
非
水

系
電
解
液
で
は
、
電
解
液
に
水
が
な
い

の
で
水
の
分
解
電
圧
よ
り
高
い
起
電
力

で
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
容
量
と
い
う

大
き
な
特
徴
が
生
か
せ
ま
す
。
そ
こ

で
、「
な
ぜ
非
水
系
の
二
次
電
池
が
な

い
の
？
」
と
の
疑
問
を
も
ち
、
研
究
開

発
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

吉
野
教
授
は
、
一
九
八
一
年
に
化
学

反
応
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
軌
道
電
子
論
で

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
授
賞
さ
れ
た
福
井

謙
一
先
生
の
孫
弟
子
に
あ
た
り
、
共
役

二
重
結
合
の
非
局
在
化
電
子
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇

年
に
導
電
性
高
分
子
（
ポ
リ
ア
セ
チ
レ

ン
）
の
発
見
と
そ
の
発
展
に
貢
献
し
た

白
川
英
樹
先
生
の
導
電
性
高
分
子
が
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
電
極
材
料

と
し
て
、
使
用
で
き
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
通
常
、
高
分
子
は
電
気
を
通
さ

な
い
絶
縁
材
料
で
す
が
、
薄
膜
重
合
法

で
作
成
し
た
ポ
リ
ア
セ
チ
レ
ン
（
Ｐ

Ａ
）
は
金
属
光
沢
を
有
し
、
電
気
が
流

れ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ア
セ
チ
レ
ン

か
ら
薄
膜
重
合
法
で
作
成
し
た
共
役
二

重
結
合
（
局
在
す
る
シ
グ
マ
電
子
と
非

局
在
す
る
パ
イ
電
子
か
ら
な
る
）
を
有

す
る
導
電
性
高
分
子
の
Ｐ
Ａ
は
電
池
の

正
極
・
負
極
の
電
子
材
料
と
し
て
、
そ

の
使
用
が
可
能
で
す
。
Ｐ
Ａ
は
４
ボ
ル

ト
以
上
の
高
い
起
電
力
を
有
し
、
空
気

や
水
の
影
響
を
受
け
ず
、
扱
い
や
す
く
、

無
水
で
は
極
め
て
安
定
で
、
金
属
リ

チ
ウ
ム
を
使
う
必
要
が
な
い
点
で
も
有

利
で
す
。
先
生
は
Ｎ
型
ポ
リ
ア
セ
チ
レ

ン
を
負
極
材
と
し
て
使
お
う
と
考
え
ま

し
た
が
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
で
は
、

負
極
の
リ
チ
ウ
ム
と
正
極
の
二
硫
化
チ

タ
ン
か
らLiTiS

2

が
生
成
す
る
反
応
は
、

負
極
に
Ｐ
Ａ
を
使
っ
た
場
合
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
が
生
成
物
中
に
存
在
し
な
い

た
め
、
充
・
放
電
が
で
き
な
い
困
難
に

ぶ
ち
当
た
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
で
研
究
し
て
い
た
グ
ッ
ド
イ
ナ
フ
教

授
が
一
九
八
一
年
に
発
表
し
た
論
文
か

ら
、
コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ
ウ
ム
が
二
次
電

池
の
正
極
材
料
と
し
て
有
望
な
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
早
速
、
論
文
を
参
考
に

し
て
一
九
八
三
年
に
正
極
材
料
の
コ
バ

ル
ト
酸
リ
チ
ウ
ム
と
負
極
材
料
の
ポ
リ

ア
セ
チ
レ
ン
を
合
成
し
、
電
池
の
制
作

に
成
功
し
ま
し
た
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
原
型
の
誕
生
で
す
。

　

負
極
ポ
リ
ア
セ
チ
レ
ン
の
最
大
の
問

題
点
は
軽
重
量
の
電
池
は
ポ
リ
ア
セ
チ

レ
ン
電
極
（
密
度
一
・
二
）
で
達
成
で

き
ま
す
が
、
小
型
の
電
池
は
作
成
で
き

な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ポ
リ
ア

セ
チ
レ
ン
と
同
様
な
パ
イ
電
子
を
も

ち
、密
度
が
よ
り
大
き
い
カ
ー
ボ
ン
（
密

度
２
以
上
）
に
着
目
し
ま
し
た
。
国

内
の
一
〇
〇
〇
種
以
上
の
炭
素
材
料
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
銀
色
の
金
属
光
沢
を
有

す
る
気
相
成
長
法
の
炭
素
繊
維
の
み

が
電
池
の
負
極
材
に
適
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
負
極
に
カ
ー
ボ
ン
、

正
極
に
コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ
ウ
ム
と
い
う

実
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
誕

生
で
す
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
も
弱
点
が

あ
り
ま
す
。
小
さ
く
て
長
持
ち
す
る
の

は
、
狭
い
場
所
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
有
す
る
物
質
を
詰
め
込
ん
で
い
る
か

ら
で
す
。
も
し
、
正
極
と
負
極
が
触
れ

合
っ
て
シ
ョ
ー
ト
す
れ
ば
、
高
温
に
な

り
発
火
や
爆
発
を
招
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

正
極
と
負
極
が
シ
ョ
ー
ト
し
な
い
よ
う

に
セ
パ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
仕
切
り
を
入

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
電
解
液
に
は
可
燃

性
の
有
機
溶
媒
が
使
わ
れ
て
い
て
発
火

し
や
す
い
の
で
、
液
が
漏
れ
な
い
よ
う

に
厳
重
に
電
極
を
封
入
す
る
な
ど
複
雑

な
構
造
で
安
全
性
を
高
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
工
業
化
で
大
切
な
新
型
二

次
電
池
の
安
全
性
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

試
作
し
た
リ
チ
ウ
ム
一
次
電
池
と
二
次

電
池
に
、
５
ｍ
の
高
さ
か
ら
、
５
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
鉄
塊
を
落
下
す
る
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
負
極
に
金

属
リ
チ
ウ
ム
を
用
い
た
一
次
電
池
で
は
、

電
池
の
破
壊
後
に
激
し
く
燃
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
負
極
に
カ
ー
ボ
ン
、
正
極
に

コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ
ウ
を
使
用
し
た
二
次

電
池
の
場
合
、
何
も
起
こ
ら
ず
、
電
池

の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
、
工
業
化
へ
大

き
く
前
進
し
ま
し
た
。
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